
令和６年度 学校力パワー令和６年度 学校力パワーアップ事業の活用 

副校長 辻  真 
「主体的・対話的で深い学び」「個別最適な学びと協働的な学び」を念頭に、普段の授業を問題解決学習、 

  

 

 

 

 
 

４月の保護者会、学校公開には、多くの皆様においでいただき、ありがとうございました。 

  また、全体保護者会では、校長より学校経営方針を御説明させていただきました。 

 さて、文京区では、学校の特色に応じた教育活動を推進できるよう「『生きる力』実現・学校力

パワーアップ事業」を行っています。本校では、学校経営方針の重点目標「未来を生きる力の育

成」「特色と魅力ある学校作り」の実現に向けて、この事業を次のように活用していきます。 

「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」等の充実に向けて 

「主体的・対話的で深い学び」「個別最適な学びと協働的な学び」を念頭に、普段の授業を問題解

決学習、体験学習として充実させるとともに、総合的な学習の時間や生活科等において、専門家

や講師をお招きする特別授業を積極的に行い、児童が自ら調べ、課題を解決する活動の充実を図

ります。オンラインでは得られない臨場感や雰囲気、共に学ぶ空気感は、児童の学習や発達にと

ても大切なものです。今年度予定している特別授業の一部を紹介いたします。 

○『ミニコンサート』で楽器奏者をお迎えして、「生」の楽器演奏を体感します。 

○『昔遊び』や『ベーゴマ』など、遊び文化にふれながら、実践を通して慣れ親しみます。 

○『フラッグフットボール』『ブラインドサッカー』『バレーボール』『ベースボール５』など 

スポーツ選手をお招きして、スポーツの楽しさや体を動かすことの大切さについて実践を通し 

て学んでいきます。 

○『湯島小太鼓』『湯島吹奏楽』『湯島百景』『水墨画』『陶芸』『茶道』などの伝統文化の継 

承や技能・技術の向上など実践を通して学んでいきます。 

○『菊作り』『花育』『野菜の栽培』などを通して、命の大切さや世話をすることによる充実感 

・達成感・包容力など植物の成長と共に豊かな心を育んでいきます。 

 

ここで紹介したのは一部ですが、お話会やものづくりなど特別授業は、児童の成長に有意義で

あると共に充実した学習になると考え、できる限り継続して充実させていこうと考えています。

なお、実施後は本校 HPにて活動の様子を掲載していきますので、ぜひ御覧ください。 
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４月１５日（月）、体育館で１年生を迎える会が行われました。１年生

は、２年生から贈られた動物の指人形がついたペンダントをかけ、緊張

した面持ちで体育館の入口で待っていました。計画委員の開会の言葉

の後、３年生代表児童が用意した花のアーチをくぐると笑顔になり、湯島小の一員として温かく迎えてもらえたことを実感

できたようです。全校呼びかけでは、楽しい小学校生活や校歌について１年生に伝えました。上級生の方に体を向けて呼

びかけを聞く姿は、もう立派な湯島小の児童でした。１年生の代表児童はゆっくりはっきりとした大きな声でお礼の言葉を

述べました。代表児童の言葉の後に、１年生全員で声を揃えて感謝の気持ちを伝えました。迎える会が終わった後には、

「花のアーチを通る時はとても嬉しかった。」「おにいさんやおねえさんがたくさんいた。」などの感想を述べていました。これ

からの小学校生活が楽しみになったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５月の予定 

 

 

1年生を迎える会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

自転車安全教室 

はじめまして。 湯島小学校にようこそ！ 
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４月１６日（火）、本富士警察署の皆様を講師に迎えて、自

転車安全教室が行われました。児童はまず自転車の点検を警

察の方と一緒に行い、その後実際に信号や横断歩道を渡った

り、スラロームを走ったりしながら、安全な走り方を体験しまし

た。自転車事故は自ら気を付けることで、防げることも多くあり

ます。自分の命や他人の命を守るために、ヘルメットをかぶっ

たり、飛び出したりしないことをお子様と一緒に再度確認し、交

通ルールを守った安全走行を心がけさせてください。自転車を

貸してくださった御家庭の皆様、御協力ありがとうございまし

た。 


